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研究成果の概要（和文）：　本研究では，科学をわかりやすく伝えることのできる科学者を養成するための大学
院教育プログラムの開発を目指し，特にジェンダーに注目しながら，１）大学院生の科学コミュニケーション教
育の現状調査，２）科学講演における講師の振る舞いに対する受講者の注目度調査を行った。１）では，科学コ
ミュニケーションの認知度は低いが，それに相当する実践経験を多く積んでいる大学院生ほど，社会に対する意
識が高い可能性があることが示唆された。２）では，大学院生の科学講演を受講した女子生徒は，男子生徒に比
べ，講師の振る舞い（声の大きさ・抑揚，口調，身振り手振り，質問の仕方，目線）に満遍なく注目する傾向が
あることがわかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, the aim of the development of graduate education program to 
train scientists that can convey clearly the science, conducted the following two studies with 
particular attention to gender. 1) Survey on current status of science communication education of 
graduate students, 2) Survey of attention of students to behavior of lecturer in science lecture. 
 In 1), the degree of recognition of scientific communication is low, but it has been suggested that
 the graduate students who have many practical experiences equivalent to scientific communication 
may be more aware of society. In 2), female students who have taken a science lecture by a graduate 
student are generally more evenly aware of the lecturer's behavior (voice size, intonation, tone, 
gestures, ways of asking questions, eyes) than male students.

研究分野： 科学教育

キーワード： 科学コミュニケーション　大学院教育　ジェンダー

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　社会に様々な恩恵をもたらしてきた科学は，自然災害やSDG'sなどの多様な課題を持つ今後の社会においてま
すます重要な存在である。しかしながら，国際的な学習到達度調査（PISA，TIMSS）の結果からは，日本の中学
生の科学に対する意識が国際平均を大きく下回っていることや，日本は諸外国に比べて女子の数学や科学の得点
が十分に高いにも関わらず女性研究者割合が低いことなどが指摘されており，これからの社会を担う子どもや社
会の半数を占める女性に対する科学普及が課題となっている。本研究の成果は，子どもや女性に対するより良い
科学の伝え方の提案につながるものであり，社会全体で科学を活用する上で重要な意味を持つ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
数学や理科に対する子どもの能力や意識に関する国際調査（2011 年）では，日本の子どもた

ちは，数学や理科は「楽しい」けれども「自信はない」，「自分の将来には必要がない」と感じ
ていることが明らかになっている．特に女子生徒の理科に対する自信のなさは進路選択に影響
を与えており，二十歳以上の女性では「科学技術に関心がない」，「聞きたいとは思わない」と
感じているとされる．これらは，今日の科学技術が子どもや市民（特に，その半数を占める女
性）の意識と乖離していることを意味し，とりわけ，女性の科学への関心を引き出すことに焦
点をあてた科学コミュニケーションの実践と，その能力を備えた科学者の養成は，男女共同参
画の実現に照らしても急務と言える． 
 
２．研究の目的 
本研究は，未来の科学者となり得る大学院生への科学コミュニケーション教育に主眼を置き，

教育の現状調査や，大学院生の科学講演技術の評価・分析により，大学院生に対する効果的な
科学コミュニケーション教育手法を開発することを目指すものである．特にその際，ジェンダ
ーの視点を取り入れることで，女性の科学への関心をより効果的に引き出せる科学コミュニケ
ーション手法についての知見を得ることを目的とする．それにより，科学技術を社会（特に女
性）にわかりやすく伝える能力を持った科学者を養成するための手段の一つを提案する． 
 
３．研究の方法 
(1) 大学院生の科学コミュニケーション教育に関する現状調査 
初めに，大学院生の科学コミュニケーション教育に関する現状を把握するため，男女の大学

院生に対する Web アンケート調査を行った．質問項目の作成にあたっては，科学イベントに参
加する大学院生を対象として聞き取り調査と予備調査を行い，研究分担者との複数回の検討内
容に基づき，科学コミュニケーションに関心がある大学院生の視点を参考に質問項目を精査し
て完成させた．調査項目は，「回答者の属性」「これまでの研究発表経験」「科学コミュニケーシ
ョンの実践経験」「職業観やキャリア意識」とした．その後，Web フォームを作成し，平成 28
年に約 3週間に渡って調査を実施した．調査は，科学コミュニケーション関連の授業科目を開
講している 2つの国立大学の自然科学系大学院の協力の下，各研究科の事務を通じて，所属す
る大学院生に 2回の調査依頼のメールを配信することで行った． 
 
(2) 科学コミュニケーション関連授業科目の開講状況調査 
大学院生の科学コミュニケーションに関する現状調査を補完する目的で，自然科学系大学院を

設置している国立大学における科学コミュニケーション関連授業科目の開講状況を調査した．調
査対象は，全国86の国立大学のうち，自然科学系の大学院を設置している65大学とし，インター
ネットを通じて2018年12月現在で公開されているシラバスを入手し，その内容を分析した． 
 
(3) 講師の振る舞いが受講者に与える影響の評価 
中高生が科学講演を受講した際に，講師のどのような表現に注目するのか，それが内容の理

解や興味とどう関係しているのかをジェンダーの視点から調べるために，講師の振る舞い（講
演表現）に関する項目抽出と，受講者へのアンケート調査を行った．調査では，同一受講者が
年間 3 回（6 人）の科学講演を受講する学校の生徒及びそこで講演を行う大学院生に協力を依
頼し，講演時の講師のビデオ撮影と，講演後の生徒へのアンケート調査，また，バックグラウ
ンドデータとして受講した生徒の理数系科目（物理，化学，生物，地学，数学，技術）の志向
に関するアンケート調査を実施した．各講師からは講演スライドも資料として提供してもらっ
た．この調査は平成 29年度と平成 30 年度の 2年間にかけて行った． 
生徒へのアンケート調査では，講演中の講師の印象に残った振る舞い（声の大きさ・抑揚，

口調，身振り手振り，質問の仕方，目線）と，講演に対する印象や科学や研究に対する興味等
を問い，印象に残った講師の振る舞いと講演に対する印象等との関係を分析した． 
 
(4) 科学コミュニケーション教育プログラムの教材開発 
得られた研究結果を反映させた大学院生に対する科学コミュニケーション教育プログラムの

教材を開発し，研究代表者及び研究分担者が講師を務める実際の授業の中で使用することによ
りその効果を確認した． 
 
４．研究成果 
 
(1) 大学院生の科学コミュニケーション教育に関する現状調査 



図 1：自由記述のコーディングカテゴリと， 
「実践経験の有無」とのクロス集計結果 

調査の結果，54人から回答を得ることがで
きた．回答者のうち女性は 24％（13 人）で
あった．回答者のうち「科学コミュニケーシ
ョン」という言葉を知っていたのは 30％であ
ったが，89％が自分の研究を専門家以外へ伝
える経験を持っていたことから，科学コミュ
ニケーションに相当する活動に関心を持つ
大学院生が回答したと推察された．さらに，
39％が科学コミュニケーションの実践経験
を持っており，男女差はほぼ見られなかった．
また，「大学院での科学コミュニケーション
教育は必要である」との回答は，女性で 69％，
男性で 88％と男女で差が見られたが，全体と
しては 83％と高いものであった． 
特に注目したのは，教育の必要性に関する

2つの自由記述設問への回答（62件）である．
特に女性は 9人（69％）が両設問を回答して
おり，男性の 20 人（49％）に比べて高かっ
た．そこで，計量テキスト分析ソフトを用いてその内容分析を行った．その結果，自由記述文
書群全体は「自身の能力とキャリア」「科学の発展」「社会とのつながり」の 3つのカテゴリに
よってコーディングすることができ（網羅率 79.9％），科学コミュニケーション実践経験の「あ
る」学生では，「ない」学生に比べて「社会とのつながり」に分類される文章の割合が 10％水
準で有意に高いことが確認できた．また，科学コミュニケーション実践経験のある学生は「科
学の発展」に関する記述が最も多く，実践経験のない学生では「自己の能力とキャリア」に関
する記述が多い傾向があることが確認できた（図 1）．このことから，科学コミュニケーション
の実践が大学院生の社会に関する意識などに影響を与える可能性が示唆された． 
 
(2) 科学コミュニケーション関連授業科目の開講状況 
自然科学系の大学院を設置している 65 の国立大学で公開しているシラバスのうち，原則とし

て，科目タイトルで「コミュニケーション」「プレゼンテーション」「リテラシー」の用語と共
に，「科学」「技術」「サイエンス」「エンジニアリング」「リスク」の用語が用いられているもの，
キーワードに「科学コミュニケーション」が含まれているものを抽出した．科学コミュニケー
ション専門の科目群を設置している場合には，その科目群を構成する各科目をカウントした．
その結果，2018 年度にこれらの条件にマッチする授業科目を開講していたのは 23 大学（約 35%）
であった． 
授業内容は，「科学コミュニケーションの概念理解」「プレゼンテーションスキルの習得」「異

分野コミュニケーションの促進」「グローバル交渉術」など多岐に渡っていた．授業の形式とし
ては，分野の異なる学生同士の研究発表やディスカッションを取り入れているもの，博物館や
サイエンスカフェ等での実践を伴うものなどもあった．その一方で，「サイエンスコミュニケー
ション」のタイトルがつけられていても，英語文献の検索方法や論文の書き方などの学習法に
近い内容となっているもの，技術英語や発表スキルの習得に終始しているものも見られた． 
本調査から，大学院において科学コミュニケーション教育が積極的に行われている大学と，

あまり積極的に行われていない大学とがある様子が見えてきた．さらに，科目タイトルからは
その内容が非常に幅広く解釈されており，科学コミュニケーション教育の在り方としても課題
があることが伺えた．科学コミュニケーション教育の体系的理解とジェンダーとの関連は今後
の課題として興味深いテーマである． 
  

(3) 講師の振る舞いが受講者に与える影響の評価 
 平成 29年度調査の対象者は，中学校 2学年相当の男子生徒 40 人，女子生徒 79 人であり，全
員が，大学院生 6人（男性 2人，女性 4人）が講師を務める科学講演 6回を受講した．生徒の
理数系科目の志向については，男子生徒は科目間の好き嫌いや得意不得意にあまり差は見られ
なかったが，女子生徒では，特に化学と物理を嫌いや苦手とする傾向があった．実施した科学
講演のうち，女性講師のテーマは，化学工学，遺伝，育種，森林，男性講師のテーマは，宇宙，鉱
物であった．講演中の講師の印象に残った振る舞いについてのアンケート調査では，声の大き
さ・抑揚，口調，話すスピードなどの声を中心とした振る舞い（言語的要素）への注目が全体
で 85％を占めたが，その傾向は男子生徒の方が数％程度高い傾向があった．一方で，身振り手
振り，質問の仕方，目線などの声以外の振る舞い（非言語的要素）への注目は全体ではそれほ
ど高くはないものの，女子生徒の方が男子生徒よりもわずかに高かった．特に，講師の性別に
注目すると，女性講師が話したときの方が男性講師のときよりも目線を印象に残す生徒の割合
が若干高く，女性講師・女子生徒の組合せのときに最も高かった．さらに，講演内容のわかり
やすさとの関連において，男子生徒では，男女講師ともに「わかりやすい」と回答した生徒ほ
ど「声の大きさ・抑揚」に注目しており，目線などの非言語的要素との関連は見られなかった
のに対し，女子生徒では，非言語的要素への注目度が女性講師では正の，男性講師では負の関



連をするという興味深い結果が得られた．同年に実施した調査対象校以外の科学講演（受講者
数 2,716 人，男性講師 5人，女性講師 6人による比較．ただし，同一受講者による比較ではな
い．）においても同様の傾向が見られた．この結果を解釈するには，講師の実際の振る舞いとの
比較が必要となるため，講師のビデオ映像の分析指標を検討した．今後，これらの指標をもと
に受講者の注目度と講師の実際の講演表現との関係を明らかにできるものと考える．これまで
の結果から，アイコンタクトなどの非言語コミュニケーションを講師の性別に応じて効果的に
使用することが女子生徒の関心を高めるのに有効な手段となりうる可能性があると推察される． 
 
(4) 科学コミュニケーション教育プログラムの教材開発 
 本研究におけるいくつかの調査により，①科学コミュニケーションの実践が大学院生の社会
に関する意識に影響を与える可能性があること，②非言語コミュにケーションを効果的に使用
することが特に女性の関心を高めるのに有効な手段となりうる可能性があることが見えてきた．
そこで，大学院生に対する科学コミュニケーション教育プログラムの教材の一つとして，科学
コミュニケーションを実践することの重要性に主眼を置いた講義テキストと，自身の将来と社
会とを結び付けて考える「キャリアシート」，非言語コミュニケーションの要素を評価項目に加
えた「プレゼン評価シート」を開発した．2018 年に，これらの教材を用いた講義を試行的に実
践し，その効果を確認した．ジェンダーの視点を科学コミュニケーション教育に組み込むため
の具体的な提案は今後の課題である． 
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